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表1賃金の動き
事業所規模30人以上（現金給与総額）

名目伸び率 実質伸び率

50　年 14．8％ 2．7％

51
12．5 2．9

52 8．5 0．5

53 6．4 2．5

54 6．0 2．3

55 6．3 △1．6
56 5．3 G．4

57 4．5 1．7
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表2　消費支毘の増加率

名　目　増 加　率 実　質　増 加　率

全　世　帯 勤労者世帯 全　世　帯 勤労者世帯

50　年 16．1％ 16．8％ 3．8％ 4．5％

51
10．6 8．8 1．2 △0．5

52 9．0 9．6 0．8 1．4

53
5．9 5．2 2．0 1．3

54 6．4 6．8 2．7 3．1

55
7．4 7．1 △0．6 △0．8

56 4．1 5．5 △0．8 0．6

57
5．5 5．9 2．7 3．1
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表3　生活保護費と国の予算の年次推移

40年度 50年度 55年度 56年度 57年度 58年度

億円 億円 億円 億円 億円 億円
重 般会、，i｝算（A） 36，581 2ユ2，888 425，888 467，881 496，808 503，796

算 社会保障関係費（B） 5，183 39，282 82，124 88，369 90，848 91，398

額
厚　生　省　予　算　（C）

生　活　保　護　費　（D〉

4，787

／，059

39，067

5，347

81，495

9，559

87，642

9，919

90，168

10，456

90，615

10，858

各め護 ％ ％ ％ ％ ％ ％

予る費 対 一般会言1予算（D／A〉 2．9 2．5 2．2 2．1 2．1 2．2
算生の
に活割

対社会保障関係費（DIB） 20．4 13．6 11．6 U．2 11．5 11．9

占保奔 対厚生省予算（D／C） 22．1 13．7 11．7 11、．3 11．6 12．0
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表4　昭和58年度生活保護基準の改定 〔1級地）

　第　38　次
（57年4月1日）

　第　39　次
（58年4月1日） 摘　　　　　要

1．生活保護基準 円 円 第39次

〔基準生活費〕 （標準4人世帯基準額）

lD居宅（1類十2類） 1級地　148，649円

・標準4人世帯 143，345 148，649 2級地　135，274

12）期未一時扶助費 3級地　121，893

・居　　宅 10，780 11，030

・収　　容 3，860 3，950

〔収容保護基準〕

111救護施設 46，200 47，910

121更生施設 48，950 50，760

〔加算等〕

①妊産婦加算

。妊帰6ヶ月未満 7，240 7，410

・妊娠6ヶ月以上 ま0，900 11，150

・産　　婦 6，720 6，870

（21老齢加算

・70歳以上 14，300 14，600

・68歳以上70歳未満の病弱 10，700 11，000

者

〔31母子加算 18，600 19，000

・児童が2人の場合に加え 1，490 1，520

る額

児童が3人以上1人を増
740 760

すごとに加える額

〔41障害者加算

・障害等級表（1級2級） 21，500 21，900

・障害等級衷（3級） 14，300 14，600

・重度障害者家族介護料 6，660 6，660

・介護加算 10，000 10，550

。重度障害者他人介護料 33，600 33，600

㈲在宅患者加算 10，500 10，740

（61放射線障害者加算

・負傷又は疾病の状態にあ 31，000 32，500

る者

。負傷又は疾病の状態に該 15，500 16，250

当しなくなった者

酔多子養育加算 7，000 7，000

⑧人工栄養費 9，420 9，640

⑨入院患者日用品費 18，240 王8，660

1ゆ一時扶助費

・布団類　　新　規 17，600 18，400

再　生 ユ0，600 11，100

・災害時被服費 　夏季　　　冬季
（4月～9月〉（10月一3月）

　夏畢　　　　冬季
（4月～9月）（10月一3月）

1～2人世帯 12，50022，400 13，000　23，300

3～4人ウ 23，60037，900 24，600　39，400

5人 30，40047，900 31，60049，900

1人増すごとに 4，600　6，600 4，800　6，900

・被服（平常着） 7，50D 8，400

。入院時の寝巻 2，000 3，000

・常時失禁患者等布おむっ 10，000 12，000

。家具什器

一般基準 22，000 23，000

持別基準 37，000 38，000
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第　38　次
（57年4月1日）

第　39　次

（58隼4月田） 摘　　　　　要

●6ヶ月以上入院患者の寝

巻
・
常
時 臥床（1年以上〉在

2，000円

2，000

廃　止

宅寮養者の寝巻等

・入院患者の手術時の衣料 2，000
〃

（m入学準備金

・小　学　校 3G，000 30，800

・中　学校 35，000 35，800

2．教育扶助基準

・小　学　生 1，590 1置630 ◎基準額のほか、学校給食費、通学の

ための交通費クラプ活動に要する用具

類等については実費支給

・中　学　生 3，160 3，240 ◎学級費等にっいては、特別基準にょ

り、小学生300円中学生400円以内の額

を一般基準に上積みして支給

・災害時の学用品質の再支

給
　 小　学生 8，300 8，500

◎就学奨励法による再支給額と同額

中　学生 16，700 17，100

3．住宅扶助基準

111家賃・闘代等 9，0DO 9，000

（2）住宅維持費

・一般基準 75，000 85，000

0特別基準 115，000 115，000

4．医療扶助基準 一 一 ◎国民健康保険の診療方針診療報酬の

例による。

5．出産扶助基準

。一般基準

施設分娩 67，000 75，000

居宅分娩 82，000 82，000

・特別基準 85，000 100，000

・衛生材料費 3，000 3，000

6．生業扶助基準

11）生　業　費 30，000 30，000

12）技能修得費 30，000 30，000

〔3）就職支度費 20，000 20，000

7。葬祭扶助基準

・大　　人 97，000円以内 玉05，000円以内

・小　　人 77，600 84，000

8．勤労控除等 ◎稼働日数が21日以上で一定額以上の

①業種別基礎控除 収入を得ている場合は、収入に応じて

111の職種（内職〉 16，820円 17，210円 控除額を増額

図の職種（日雇〉 22，410 22β30

③の職種（土工） 28，210 28，860

の特別控除 114，800円以内 1エ7，400円以内

（31新規就労控除 7，100 7，500

㈲未成年者控除 9，gOO 9，goo

⑤不安定就労控除 4，000 4，000

㈹実費控除 実　費 実　費 ◎社会保険料、組合費、通勤費

（71検診命令の文書料 2，000円 3，000円
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表5　昭和58年度における生活保護法による保障額の具体的事例

（同額・円）

標準4人世帯 母子3人世帯 老人2人世帯 老人単身世帯

35歳男（日 雇〉

30歳女
72歳男

30歳女
9歳 男（小学生） 70歳男

9歳

4歳女

男（小学生）

4歳女
67歳 女

1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地1級地 2級地 3級地1級地 2級地 3級地

生活扶助基準 148，649 135，274 121，893 113，279 103，080 92，889 89，172 81，158 73，118 57，514 52，341 47，162

老齢加算 一 ㎜ 一 一 一 一
14，600 14，600 14，600 14，60G 14，600 14，600

母子加算 一 一 一
20，520 20，520 20，520

一 一 一 一 一 一

教育扶助基準 1，630 1，630 1，630 1，630 1，630 1，630 一 ｝ 一 一 一 一

住宅扶助基準 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000 9，000 9，000 5，000

基礎控除 22，930 22，930 21，550
一 一 ㎜ 一 一 一 一 一 ㎜

合　　言十 182，209 168，834 150，073 144，429 134，230 120，039 112，772 104，758 92，718 81，114 75，941 66，762
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表6　生活扶助基準改定率等の推移

生活扶助基準
（標準4人世帯）

分配国民所得
（1人当り）

賃　　　金
（全国・調査産業計）

物　　　衝
（全国・総合）

改定率 指　数 伸び率 指　数 伸び率 指　数 伸び率 指　数

40年度 ＿　％ 100．0 ＿　％ 100．0 ＿　％ 100．0 一％ 100．0
41

13．5 113．5 16．0 116．0 11．4 114．4 4．7 104．6

42
13．5 128．8 16．9 135．6 12．2 125．0 4．2 109．1

43
13．0 145．6 16．O 157．2 13．7 142．1 4．9 114．3

44
13．0 164．5 16．5 183．2 16．0 164．8 6．4 121．6

45
14．0 187．5 18．3 216．8 17．3 193．3 7．3 130．4

46
14．0 213．8 6．8 231．6 14．3 220．9 5．7 137．7

47
14．0 243．7 16．4 269．5 16．3 256．9 5．2 145．0

48
14．0 277．2 20．4 324．6 22．2 313．9 16．1 168．4

49
20．0 333．3 15．9 376．2 28．1 402．1 21．8 205．2

50
23．5 411．7 9．0 410．2 11．8 449．5 10．4 226．4

51
12．5 463．2 10．2 452．2 11．7 502．1 9．4 247．7

52
12．8 522．5 9．3 494．1 a3 543．8 6．7 264．4

53
11．0 580．0 8．3 535．0 5．7 574．8 3．婆 273．3

54
8．3 628．1 6．2 568．4 6．5 612．2 4．8 286．3

55
8．6 682．1 7．7 612．3 6．3 650．8 7．8 308．8

56
8．7 741．5 3．6 634．3 5．3 685．3 4．0 321．3
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表7　被保護世帯の一般世帯に

　　対する消費水準格差

東京都の一般勤労者世帯
を100％とした場合の被保

護労働者世帯の格差

50．2％

51．7

52．0

52，7

52．9

51，3

53．2

52，2

S6，0

56．4

57．9

57．1

58．5

58．8

S8．9

59．1

59．4

し生そ困活
て活の窮に
　水最の困
そ準低程窮
環畷慰

をの応す　五に除勤要入三の万職礎れ険じか被
保生じべ生　　 引も労の金○場薫種控免　て蔓保

野諜鶴懸肇難三馨肇謹繍奪
も健な民制保ら助行礎きモ○月・八者控れの

鍵羅墾諾鍬璽理蕪鎌婁
蒐化π国準　円的竜特れO日黍のおび別助
そ贈麓　　奮悟貼鞭八搬嚢縫季

共た新除こら農二慰柔控’のる
　未規にの二業○　　除新性と
五成就っほ万等円内業が規格い
○年労い交モのか職種適就等う
○者者て　　職ら等別用労に観
円控の所収九種一の基さ控応点

基助いるての考いない準生
準基蒐相定時えう最るに活

　　う気を地水れ生変生　いと十十ケ活で　の障
生ωん　基球準ば存化活こ蒐い九五ッ扶第こがさ
活生らい礎　 と充にを保の　う年年ト助三の生れ

誘数胱魁婆蝶閥搬賑鐵譲泉
の準
改改
定定
率の
の推
推移
移
を

格
差
縮

対め点方’低。つ保
的らにかい限すい護
なれおらわ度なて制
保るけ今ゆのわの度
障ぺる日る衣至考で
水き一で絶食　え保
準で般犠対住単方障
とあ生　的をにもす
しる活一な充肉大る
てと水定保足体き最
とい準の障す的な低

をびエスの次保護準
た格ンケ設の護基に
ど差ゲッ定改基準つ
り縮ルト方定準でい
つ小方方法とにあて
つ方式式になつ蒐具
改式（（つつい体
善（三二いたて　的
が四十十てがは　に
図十六三は、、　示
ら年年年’特今　し
れ～～～マに年　た
て）三三1生度　も

一8一



表8　課税最低限と生活扶助基準の比較（夫婦子2人）

年 課税最低限 生活保護基準 （注2） 参 考

所得税

　1注1）

住民税 生活扶助

（参考）

坐活扶助＋住
宅扶助＋教育

C／A
CIB

D／A
DIB

A B C 扶助一期末一
峙扶助D

円 円 円 円 ％ ％ ％ ％
50

1，830，000 1，309，000 874，380 975，740 47．8 66．8 53．3 7窪．5

51
1，830，000 1，418，000 989，220 1，094，330 54．1 69．8 57．8 77．2

52
2，015，000 三，418，000 1，113，190 1，254，050 55．2 78．5 62．2 88．4

53
2，015，000 1，490，000 1，237，120 1，392，770 61．4 83．0 69．1 93．5

54
2，015，00D 1，584，000 1，346，D30 1，505，120 66．8 85．0 74．7 95．0

55
2，015，000 1，584，000 1，460，560 1，623，06D 72．5 （83，1） 80．5 （92，4）

（1，757，000）

56
2，015，000 1，584，000 1，586，660 1，753，430 78．7 （84，2〉 87．0 （93，0）

（1，885，000）

57
2，015，000 1，584，DOO 1，694，520 1，864，510 84．1 （89．9） 92．5 （98．9）

（ユ，885，00D）

58
2，015，000

一
1，767，360 1，938，920 87．7 一 96．2 一

圧1）他との比較のため、1年繰り上けている、（1内は低所得者の非課税限度額である。
1注2）　1級地標準4人肚帯の暦年額であるゆ　（米価補正を含み、臨時措置一・時金は除く。）
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をる照け場も母てれ

べ査待務’わやよ処特
きをさ者それ扶つ理に
こ行れにれて養て状生
といるつらい能処況別
を’扶い生な力理を母
明必養て活いのさみ子
ら要義は保実確れる世
かな務常持態認’と帯
に扶者に義も等前’に
し養と、務あが夫世よ

行力が養今に状み等灸免生で明のにに遍能
う調期義回行況にの　　活も示で対扶のカ

保特さあし養調調
持にれりてを査査
義強て”求でに
務くいこ重め墓当
関扶るの点る足た
係養とこ的べれつ
にをこと、きりて
あ求ろ隣効者と嘆
るめで　果又す
扶らあ実白勺はる形

こすす
とべれ
はきば
いも’
さのな
さとお
かしそ
もてれ
変生は
わ活保
ら保護
な護の
いに補
も優足
の先性
ですを

手○額場寝（416る給〔31の円に服（21げ円四新〔11四　長のに扱さた婚形　せ要
術Oに合巻　の基基　アにつが　たを○規　　・　間もかい・れのし式まてし

の上’るなしアてにお
寝げ二こいての引つけ
巻た’とかのωきいる
等。○と又寝）上て布
のま○しは巻　げ’団
汚た○、使等　た災類
損’円支用に　こ害’
防入か給につ　 と救被
止院ら基堪い　 9助服
の患三準えて　（法類
衣者、限なは　⑥にの
料の○度い’　第よ支

た’の時⑯○再食支等的ら’のセか扶て母規な
こ五平に第○生給のにれ親有　と養い子定調
菟○常お6円の一基整示ると無生い義る世し査　○着いの咲場共準理　しも未あ活う務原帯たを

認騒畦8へて　9纏熱揖嘱蒙蕃
諌　婆る耐とはに持曳　な防入り巻常　及害慮い　〈こ○等⑥寝臥151のに
　以　とえか経保ち　まい止院で等時なび時kて被解乾○の　巻床　㈲っ
必キ実とな灸常護合例英こ衣患十に臥陵おの　倭服説　円支常代し六のい
要　態もい　的をわえ　と料者分つ床　む布布　費〉（か給時等てケアて
性既にに場寝生開せば入かにの賄いし六つ団団最等　⑳ら基失0）い月のは
をに即’合巻活始て最院らつ手いててケ等類類近の
考蒔妄あ眞葦募茗妄笙榛箇ギ廼響峡客最緋複梨旨素
た扶引支つ全や場い活し整は際も経長上要服護け蒸
も助き給てくり合単のて理必しの常期入の類開る準
のと上基支なく以身基のし要てで的の院改’始費限
にしげ準給いり外者盤寝塊とのあ生在し菩入時用度
つてを額すかでにでと巻
いの行にる全賄は入な等
て今っ　こくい一院るに整日たつと使得般と物つ
理的9いと用る的同品い
を意　てすにこに時をて

さ寝る潜宅てを院のの額
れ巻こ費療い図時平実の
る等との養るっの常態改
実の’や者者た寝着等定
態汚まりの及9巻’をに
が損たく寝び　等災考つ

第一準禁支る以しウ〕整
6二限状給長上）理
の’度態を期入
20額に整の院
の○にあ埋在し
㈲○つるし宅て
の円い患た療い
アにて者こ養る
の引’等と者者
㈲き一の9に及）上○お　対び
　げ’む　す常
　た○つ　る時

し
た

と

⑳
第
6
の2

者アえ設都宿）の　 き’認いむ○額　9’カ1支あをて際うてをて
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認の活29をの57実保和’
のと保日新都を施護38厚
手し護社た道削要課年生
続て法保に府除領長4省
に取に第定県しの通月協
っりよ75め知、取知1議

賠り号る事宿扱r日の　るの修省の取十の各の別し議かを会研断用るい帰
う特厚こに泊い生社際まこ承会協で扱分必都開基ての灸強蔓修酒す交生を
費別生と対研に活保の養と認へ議　いな要道催準い上　團　会含る　活す
用基省とす修つ保第手　 とをのを今に検性府状のた特そにアをにこそをる
2準社侵る会い護34続今し得参廃回特討に県況協と別のすル実よとの継た
認が会　協のて法号を回たた加止事にがつにが議こ基参る中施つはた続め
定設局昭議参Lに厚定のも上にし務問行いお概にろ準加と患して有めすに
に定長和の迦のよ生め改のでっ・の題わていねよでの費い者ては効にる倭
かさ通44際に第る省て正で特い2簡点れ関て把りあ設用うにお活なはこ
かれ知年のつ4保社いにあ別て泊素はて係も握全免定に効対陵動手断とア
るたr3手いの護会た伴蒐基楼3化認い機宿で国　をつ果す　の段酒がル
承も生月続て間の周昭い　準　日のめる関泊き的昨承いがるこ一と会必コ

の都以観らこの研たな年認てあ断の環さを須1
設道内点れと意修こ宿一すはる酒よとれ継のル
定府のかな箕見会ζ泊年る厚等へうして続条を
を県宿らか　をの　研間こ生ののなてい的件飲
認知泊厚つそ基参ま修のと省理意研宿るにでま
め事研生たのに加た会特と協由志修泊9活あな

別衷1出産扶助費限度額算定表（施設分べんの場合）

基準額（58年度）

甲表病院　　乙表診療所

（特2類看護）　（基準なし）

基準額　分 75，GOO円（特別基準100，QOO円）

入
　
　
院
　
　
料
　
　
分

入院時医学管理料 250点 120点

室　　　　　料 105 105

基準寝具加算
12

一

病衣貸与加算 4
一

看　　護　　料 100 78

基　準　看　護 248
一

新生児介補料
248 50

給　　食　　料 115 115

基準給食加算
40

『

小　　　計（A） 1，122 468

8日分入院料 89，760円 37，440円

衛　生　材　料　費 3，000円 3，000円

　　一般基準合計
167，760円 115，440円

特別基準 192，760円 140，44Q円

　八き合三補つ　七出　’ 上一〇助い災

準助⑲0・準部学助
額の第円五じ省用の
の特6を○てが品改施別 の一〇、行費善
設基　3餐円小つの
分準の　1モ学て再
べ　　⑥一　校い支
ん　　）○中のる給
の　　　○学場就基
特　　　円校合労準
別　　　にの八奨額
基　　　引場、励に

るカロ知基　 い

9者に準なて
　のよをお一
　状り設’の
　況特定宿㈲
　等別し泊に
　の基た研加
　報準も修え
　告のの会る
　を設にのこ
　求定つ参と
　め件い加と
　る数てにし
　予。楼つ発

定藷別陰

　で・途特
　あ参通別

総病　所ぺ基情きて産般に　くびに準
額院こ要ん準にない予基対出解鋤引額
はにれの介額よくた定準応産説）き八
、八に改助にりな施日額さ扶〉
一日よ善料つ一っ設ののせ助
般間陵を等い般たに急引るに
基入　行出て基場お変きたつ
準院例つ産も準合いに上めい
でしえた費’に等てよげ施て
一たば。用民よ真分りを設は
六場特　の間りにべあ行分’
七合二　実施難やんらうべ出
’の類　態設いむすかとん産
七出看　をに場をるじとの費
六産護　考お合得こめも場用
○扶の　慮けのなと予に合の
円助甲　しる特いが定’の実
、の表　て分別事でし出一態

上五
げ’
た○
こ○
と○
　円
（を
㊧一
第060
の　、60
のQ
ωO
及円

別表2基準看護の種類別看護関係加算点数

承認要件 基準看護関係加算点数
基準看護 1日当り〉

の種類
看護婦

入院患者 基準看
護加算

新生児介
補料加算

計

特2類 1：2．5 248点 248点 496点

特1類 113 1go 190 380

1 114 110 110 220

2 115 65 50 115

3
1：6

37 50 87

未承認 11一 一
50 50

（注）看護料の額は、別途算定されるg

専　くめ自等と

罷籍鐸臓加
で校V食生攻盲’
修’
学聾
す学
る校
者及
のび
世養
帯護
内学
保校
護の
を高

め部

（謝の科学新

鷲お醜
のに修聾1駐
40供嘗学胃
）さに校内
　れ当及修
　るてび学
　もら養を
　のれ護認
　とる学め
　し経校る
　て費のこ
　認を高と

九と範四一で特
　な囲四一な別
自ゑ内○巽い基
立　 て円　乙準
更翁暴驚至
生表最度○療九
の参小額円所二
対照限と’の’
象）度な特場七
と　 額り別合六
な

る

経
費
の
追

を’碁は○
認個準’円
定々で一
すに一般基
るは四基準
こそ○準看
との’で護
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3機蟹灘鴇こ鉢諺幕藤轡ミ韓（藻）狸就大徽籍灘

ののをのケとめ日日自
率表代均1収’数数給
の（表衡スゐ機）（以
適　以　砂l　を　　吾こ　。忍　峯戒　が　労　夕卜

用下と考つ定的少働の
を 、し慮い茗頁にな時一
すrてすてが業く間般
る表㌧、る、ほ種、を的
の一るの不と別か日な
かと㊨か安ん基つ数就
、い第、定ど礎、ま奥労

た示いとのり’のの除
たさ場こ33’健勤（Dの
めれ合ろ’そ康労の額
’てので同の状状イの
こい取あ47具態況に算
れる扱る及体等’よ定
ら等い9び的を要りに
をわにし同な勘保、当
整かつか54運案護当た
理りいしと用す者該っ
しにて’し例るの職て

長な礎　とさ小度修’
問い控すれ限及学恵
答場除るる度びの与
を合のこもの修た金
整等算　との額学め等
纒定就茜2暴
含除　　たて立めてた
し率　　 。収更にら場
たの　　　入生必れ合
。適　　　認の要るに

曝面護給　に蔓げれる複力IO和　〈げモ　 十

りに法でなつ　たに費雑　〇五検解た　検一
れよ施きおい機も対用なそ円十診説こO診
識驕叢鶴膿確鐸零〉矯零婆
の要則はの給にあ得すに態き度に
でが準’検す認るるるつ料上に係
ああ貝吐検診る定。よ場い金げ一る
るるに診命こすこう合てをら’文
のと定結令とるの支も従みれ○書
で認め果に9こ取給あ前るたO料
留めるに係　と扱限るのととOに
意ら様つる　ない度こ基’こ円つ
すれ式い文　 くに額と準記ろかい

鵠疑揖鍵舘鞘で擁
と合の活が　なつき’上容あ”
　に書保支　額て上こ回のる○昭

（円に更
⑲か係叩
第らる令
9三文の
の’書文
40料書の○の料
㈲O支）円給
　に限
　引度
　き額
　上を

る取母す体やせこ合明実
9扱等る障余よとも確際
　いのこ害暇就を含での
　は場と者利労明めな控
　従合に等用日確てか除
　来の制のに数に、っ額
　と基約場よのし表たは
　同礎を合る少たのたと
　様控受及収なも率めも
　変除けび入いの以’か
　わにて育の場で下今く
　らつい児場合あの回そ
　ないる等食を蒐適そ9
　いて母の含用の適　もの子た老めいをよ用
　の基世め人’ずすう根
　で本帯稼’残れべな拠
　あ的の働身業にき場が

おをも応後扱
いすでのこい都
てるき取れを道
被こる扱を示府
保とだい基し県
護とけを1こて◎
者な早定実い指
かるくめ施な定
らがこてすい都
の’れいると市
預最にるとこで
り近基ととろ’
金、づこもにま
を医いろにつだ
不療たに’い具
正機取つ既て体
に関扱いには的
使にいて一今取

蒐た各い種に楼　つら手計定含院璽算　く1…1針す　　 十

韓鶴繕あ鴛喜鰹議鷺謹幕叢蓼
　不の要こ酸毬具本消場理楼Lにる早祉　長和日祉扱社
　し要がと　福体来費含的　と相もの輿　通五用施い会

鍵雛霧霊羅鱗黎鰐響馨唖
　かまのお所扱
でった取いご方
あた’扱てと法

にこの全　も及定者
見とな額をのびすで
合かいを認を入る加

月取者い施
三扱にて設
一指対　 入

厚生省社会局保護課・監査指導課監修

生活保護手帳
　　　　　　　　　昭和58年版
生活保護実施に必要な生活保護法，保護の基準，実施

要領，最低生活費の認定，収入の認定等を収録。

A5判・420頁定価1100円〒25e円

禁会キ膜全国社会福祉協議会・出版部

　　　　　　〒100束京都干代田区霞が関33－4
　　　　　　費〔D3）581 9511振替東京6－38440

が配い協は　と理の等入用
あ慮も力’なとの爽の院す
菟しのを医険さ状態計患る
　たで得療　れ況及上者嶺＝
　上痘）な機こたをびに及例
　でるけ関のい十手当びが

実かれ又加
施らばは算
す’円社等
るそ滑会の
よのな福取
う点実祉扱
留に施麺い
意つは設に
すいなの当
るてし理た
必十得解つ
要分なとて

。分持た社発
調金つ会生
査のて福し
の累は祉て
上積’施い

　’状被設る
適況保入こ
正及護所と
にび者者に
行そののも
うの消加鑑
こ管費算み
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明指示第監　i
す導さ三査昭1
る監れ十方和l
o査た五針五：
　にと号に十一
　当こ厚つ八臼
　つろ生い年1
　てで省て度：
　のあ祖キに1
　留る会　お1
　意が局三け1
　点’長月る1
　等そ通十生1
　にの知七活1
　つ概を日保1
　い要も付護：
　て及つ社指聞
　説びて監導1

　　覧の護　1
　　　で特な1
　　　’別お1
　　　そ指’1
　　　の導五1
　　　概監十1
　　　要査八一
　　　に」年1
　　　つを度1
　　　い実か1
　　　て施ら1
　　　もす新1
　　　併るた一
　　　せこに1
　　　てとrl
　　　説と生1
　　　明し活1

生
活
保
護
指
導
監
査
方
針

すた保1＿＿一＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿一一一＿＿一＿一＿一一臼

提適等部　う五世　の加しで　いにたに　 ▲

起正に地一ち十帯さ要現てはこて移もお最指
さ実よ憾友麹六のら因象い減のい裂のい近導
れ施るに　ハ年急にとがる少内る　のての
てに不お保割度激’な著。傾容
、、っ正ヤ、護をまな動つしと向を
るい受ての占で増向てくくに市
9て給一実めの加のい、にあ部
　の環昨施て増で特るこ大る郡

声件年面い加あ徴
がが以にる世り的
各発来目
方生暴を
面k力移
か　団す
ら保関と
強護係’
くの者一

。帯’な
数五こ
五十と
万年は
世度’
帯か母
のら子

oれ都も部
が市の別
全をのに
国中’み
的心市る
増と部と
加しが’
傾た増郡
向増加部

　　　　　監。現’五保在五十護査
も十五動方
依六年向針
然年度を　設
と度にみ定
しかわる　の
てらずと背
こ再か’　島
のぴに被尽
傾微減保
向増少護
が傾を人
続向み員

情者　がを図審期化入適らた　れ導例が事険
にに生要推る査入等の正れ臨こて監外’件のま
即対活講進9の院不的な’時のい査でこが架共
応し保さすま強患正確運r行こるをはれあ空
し必護れ菟共化者受な用①政と
た要制てL　笠の給把を不調楼
自な度い　就に社防握確正査立保はる等労よ会止’保受会去
の護’とが促り復対関す給のる
たを真こ述進医帰策係る者答三
め行にろべ等療のを機たを申月
のう生でらの扶促徹関め排に十
指と活あ些自助導底と’除お四
導とに免　立の　すの資セい日
　も困　 そ助適レる連産　 てに
援に窮　の長正セ。携及制も出
助’す　実対化プ②のび度．ヨ・さ
の実る　現策をト長強収のれれ

“含なはい’医
めく生つ水療

　　’活ぎ増費
そ指保社し間
の定護会講題
適医に問求に
正療お題等つ
イヒ機けと悪い
が関るな質て
強に医っなは

　く対療て不’
求す扶　正医
める助い請療
ら指もる求保
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と滑の指果に八明の　眼項図本事年あ年　るび要号一　るつ会期年係手
　なう定及お年を際な点及る年項度る度ここ適領保環厚こて的待培者を
　指条医びけ度省の蔓にびこ度着生疋ののと切L護と生と　影とわの差
　導　療福るは略主　つ重とは眼活　指よとなを課し省はこ響信れ如し
　が関機祉日とす眼指い点と’点保そ導うし被示長てに喫のは頼た何の
　実係関喜常くる事定て事なこL護の監なて保k通　お緊よ計を生をぺ
　施部の務の1モカ1項医述項るれの法内査背い護　知三いのうり裏活問る
　で局個所診　　　療べをがにと施容方景る者適を月て課なし切保わも
　き等劉監療都実着機る中’基お行残針をとの正も三は題事れる護丈の
　ると　査報道施眼関こ心以づり箏　をふこ処なつ十医で例な結制　で
　よの具等酬府に点にとに下さで務別策まろ遇診て一療あのい果度不あ
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①
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るにりを特
こ至問有別

祉’都
事目市
務的は
所達’
一成こ
かにれ
所適ま
以当で
上での
をあ監

務
所

上’たと福監め上適産
を保な適祉査らで格及
図護指切事をれ所性び
るの導な務通る要の収
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ケ　襲化てがい　施る
1さ面のよ’てますの
スらをた曳、こはたるで
のに活めこれ通’必’
効、用、とを矢口r要一
果こす一と参でケが般
的のる般し考示1あ指
な監こ監てとしスる導
取査と査いして指
扱にも用るてい導
いお一のの実る台
方い策飢で情と帳
策てだ1　にこL又確とス事応ろの
暴欝魁で糞
たれる表簡定あに
なた0の素めるつ

　　季

雛⑳

。監
査
は

年
度
の
前
半
に

実

水も監指
準波査導
の及等監
向さの査
上せ機手
をる会法
図こをに
ると通つ
よにじい
うよてて
努り他は
め　、の

、

る全福そ
こ体祉の
と的事後
　な務の
　実所指
　施に導

　　第切医個二
な療別
処扶指指
遇助導定
の受
確給
保者
　に
　対
　す
　る
　適

医
療
機
関
に

対
す
る

因（功四1三）〔コ（→モ
　れ　る
入て長牟診診医保医
院い期
患る入
者か院
日。
用

費
の

取
扱
は

適
切
に

行
わ

れ

て

る

長
期
外
来
愚、

者
に

対
す
る

療
養
指
導
は

適

療療師護療
内録’の扶
容の看実助
か記護施受
ら載婦機給
み及等関者
てび医とに
医保療の対
療存従協す
要は事力る
歪適者関適
意切は係切
見に確はな
書行保円処
はわさ滑遇
適れれに確
切てて行保
にいいわの
記るるれ状
載牟力iて況
さ　　 い

れ　　る
て　　 か

い

か
日（⇒（→一て

　　分
o精診理生医
神療解活療
衛報さ保扶
生酬れ護助
漢請て制に

　求い度対
結はるのす
核適牟主る
予切
防に
法行
等わ
他れ
法て
はい
適る
切か
にo
活
用

さ

れ

て

い

る

旨理
及解
びの
医状
療況
扶
助
に

関
す
る

事
務
取
扱
が
十

四

特
殊
勤
務
手
当
の

支
給
状
況

（二）←）

ケ新
1任
ス現
研業
究員

等に
職対
場す
内る
研研
修修
はは
適適
切切
にに
行行
わわ
れれ
てて
いい
るる
かか
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やうも会な令
入し複情い及社
所た雑勢こび会
者二多のと関福
処1様変は係祉
遇ズ化遷い通施
のにしにう知設
向即て伴ま等の
一ヒ応き壕でを運
がして　も遵営
図たい入な守に
ら施る所いしあ
れ設の者がなた
な機で等’けっ
け能　の近れて
れの常二年ばは
ば拡に1のな、
な充こズ祉ら法

（がのある　 ら

入充間つζし久
浴足顎環　か、．
四さ　　施し

勉難齢
健いば運が喰
康な①営年
診陵寮の々最
断　母基増近
の②等礎加の
実入の的し監
梅所直事て査
　者接項い結
食の越にを果
事　 遇つ〕か
時処職いとら
間遇員てもみ

社
会
福
祉
施
設

の
入
所
措
置
関
係

指の　
r

導入昭1
監所和1
査措五1
実置十1
施及八1
方ぴ年1
針福度1
及祉に1
び手おi
指当け1
導支る1
監給社1
査事会1
の務福1
主に祉1
眼係施1
事る設1

　菟項i

　　着i
　　賢i

　　写i

　　い1
　　て1
　　そ1
　　の1
　　概1
　　要1
　　を1
　　説1
　　明1
　　す1

指
導
監
査
方
針

社
会
福
祉
に

係
る

　た』人　いしに柔　で増も璽のに③営爆当に　に設　はぐ施　摘稜備の
特指　の施もた疑　なあし璽　預流常のにしよ不陥長不誠る設まが　あ配
に導法理設の不わ不おるに
’が人事ので祥ざ純’。
不必運餐私あ事るな社
祥要営　物蒐件を利会
事で’監化　 は得益福
件あ施喜を　絶なを祉
のる設の排　対い得事
発0運機除　 尋こもよ業
生　営能す　許のうを
を　にをる　すがと一
み　つ最た　こあ考つ
た　い大め　とるえの
施　て限に　のカ1て投
設　一にも　で　い資
に　貫璽　　きこると
対　し視法　なうや考

領他付横④人用措入人る的あ法
しの金領施のし置のの曳なり入
て購をし設支て費基償　問ワ理
い入強て長給いを本還①題ン事
る物しいが金る理財財架がマ畏
も品て　入をも事産源空あン又
ののいる所私璽長をに職免経は
等水るも者的　経担充員　営施

　　⑤り用務病多て蚤祥つの祥に不に陰来④る慮
よ⑥入傘し理院額い裏事て施事遺祥お　だ会い）
り給所　て事経のる経件い設件憾事い一に計は等
措食者遺いが営借も理のるのので件て方見経そが
置材に留る入資金璽を肉忠私原あが　でら理の不
費料対金も所金を　行答に物因蒐今そはれ躰内十
議誌磐蒜駿縫莚磐㌶詔肇葦愈

跡営の
をの社
絶あ会
たり福
な方祉
い等法
こを人
とめ立

不実③
適態給
切に与
等あ規
のつ糧
監て等
査いが
指な不

三〔2）　（L）二〔2）　（1）一

　　の　　　 措

食主把本費入置入収の一
講欝羅雛聾福鍵幕譲
庫養況入の後　おの化祉れ璽最正監
負義
担務
決者
定の
の認
適定
正の
実状
施況

身

額適の
及正実
び実態
扶施把
養薯握
義人の

縫

置　 監理め経　で未事会　 あ営あ　なのを招設厳し
等第査事ら理なあ然環福こ蒐のらしこ自本か関然て
　　に務れ事お乾防　祉の

け適　の事　た点近執査
る確推務いをの行の
要な
否実
判施
定
に

も
と

づ
く

進所
　に
　お
　け
　る
　収
　容
　措

o　置　・1青　が　実

い勢あ施
たにらに
効鑑たあ
果みめた
的’てつ
な特強て
指にくは
導経求’

止着施よ
に眼設ラ
か点指な
かの導観
る中監点
事で査か
項’に曳
を特あ
追にた五
加不つ十
し祥て八
た事そ年
と件の度
こ等主の
ろの眼社

る注導
よ意監
うを査
指喚時
導起に
すしお
る　、い
必施て
要設唆
が運

適ゆたと主位な係とは
正るがと的とい者し’
でヒ角つ考なしたにた二法
に度てえ話ため対対人
努か　有し健のし処役
めら指　合全自てが員

いな戒嬬必等
を施を　要の
求設求かで交
め運凌かあ替
る営　 るるを
こを入不。求
と図所祥まめ
もる者事たる
重た処件’等
要め遇を施、
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の

推第
進二

社

福
祉
施
設
運
営

の
適
正
化

き処れ適てのく主定の特　す共応くこ起るが　設入費て　（31〔2以11
指理る切単検把たに被別まる　じ措菟にこ適監入所の　福　　　体
導の事な純査握る当措養共必適か置　掲と諺査所者支要祉世入世障

著勲鑓猛顎難蒜鷲齢費皆謄絆欝麓舗
こ生少　スいる義　に入用あ施共し施唄うわたにそ費者所収にの更
莞にな国をて必務被係ホ徴る設　て設目まれつ関の用の楼入係最生
　つく庫含階要者措る！収こ選施楼人をでるてす出の把　月る低援
　いな補姿層が及置費ム関菟定設　所着もよはる身徴握措額経生護

てい助　区あび者用及係
楼の金そ分る本本徴び事
　でのののカ1人人収養務
特　返事見　のの階護に

轟髄難獣蕨3
点が求理等検が並分ホて
を事めが極査正びの1も
置務ら不め院しに決ム’

がの要の眼なう’業世収’置の費活施
行設措要点い指こ務帯、措の把の費設
わ置置否と漢導れをの措置実握算の）
れ目者判し　すら行訪置の施状定状

1窪誓患灘藻難繊況
指合ズとすてが全る等け措と
導し1二づる前あ般0施る置し

れわ整　⑥がつで　認会
たた備入　行いあまさに施び
職る　所施わてつたれお設監予
責最多者設れ十て・るい運事算
は高額処長る分は監必て営の・
従責の遇のよなな菓要十に監決
来任公の資う監らにが分係査算
以者費確格指査ずよあ審るのに
上で執曝保導が理るる議予状関
にあ行　有す行事監こさ算況す
重る等職のるわの査とれ決　る
く施施員状これ業は・た算
な設設の況と必務形　うは
っ長運勤　 。要執式　え’
てに営務　　な行的　で法
き課全条　　指全な　議人
てせ般件　　摘般も　決理
おらにの　　等にの　承事

（2）菟等けれ施て理運個任はにの最事人

理
事

の
審
議
及

　　　　　　　　　　　　　　　（エ）一
瞬轟叢脇諜瓢縫雑理施
確な議営百の適理つ福会事おお思運事設
にら決にで開正事も祉ののけい決営会運
記な事あな催にのの法形例るて定にの営
録膿項た陰及行責で・人骸を一な礫係開管
し　が陵　びわ務あの化み部さ　る催理
てそ生　し審れは陵運がるのれ理重及体
おしずそた議て極　営あζ社な事要び制
くてるのが内いめ理全げ　会けの事審の
よ　毎審つ容るて事般らそ福れ会項議確
うそに議てにか大会にれの祉ば議に状立
指の開が　あ否きをつ覧原法な体つ況
導審催必理るかい構い　因人らでい
す議さ要事とは。成て理の立なあて
る内れと会言一施すの事一施いるの
こ容なさはつに設る責会つ設。理法

態施数準　今理　か殻　ま
が設少監経日規管等　各養
遊にな督理で程理にこ職

実のは基程　161る鱗　なに娯　〔5廠施調紹ミで　ωう講をに　め裂

離おい署規はの規つれ員こ
しいがへ程管整程いがのの
てて’のの理備、て各分察
いはそ届制規及就指職担業
るこの出定程び業導員’計
もれ内が及　運規すに実画
のら容なび就用則る周施を
が諸をさ就業状’こ知方推
見規見れ業規況給と徹法進
ら程るて規則　与0底等す
れのとい則’　規　さがる
る定’なの給程れ明た　め一い労与　　　て確め
　と部例働規　経　い化に

1尊　　施　て設体ぞ　構多　指習満最旋ら
黒か実設瑛いの制れ職成く職導会し低設れそ
　？現運業る運がの員すの員すのて基長ての
反　夏営計か営絶立のる職のる叢い準のい資
讐態盤管翻霧嚢鴨鑓篠舞募
れ門具問設つ等条理分を多分がに場さ要　向
た担体指定いが件解掌円様掌あよ含れ件上
も当的針及て各でしを滑なのるりはては

なのがる施すにこ’に営を状。
け意も箏状る周と全設す持況

静蜷餐灘蹴餓な＋〕計　底桑の　め員
ら分ま画　　 さ　 協そに等

の職内でび指職あ合明に職設こ資’い
で員容あ実導貝るい確運歴定と格施る各

を設力1葬
取長　設
得資そ種
す格の類
る認要ご
よ定件と

適
格
性
の
確
保
が

求

て払い　㈲な加た上担たズ　（8）そと貝設特
はうて多　教さめがいめに施　のものはに職　と
関必楼数災育せに常手に即設職充な勤入直貝職。
係要　の害訓る犠にで賎応の員足る務所接の員
方が不入事練等　図あ　し運のにの条者処総配
面あ断所故をの各らる施た営研つで件に遇数置
か聚か者防行方種れ寮設入管修い・の対職が基
ら　らの止う法職な母長所理等てか面す員碁準
もこ防人対必に員け等を者のの強か等るが準上
注れ災命策要よにれ各は処適状力るに処基数の
意らにをのがりつば種じ遇正況に施支遇準に充
が防は預状あ業いな職めの化　指設障密数満足
喚災細か況る務てら員処向’
起対心る　こ遂研なの遇上時
さ策の施　菟行修憶資の等代
れに注設　　上会　質直をの
てつ意に　　必にその接図二
いいをお　　要参の向のる1

171こに等

導にを度にた状
すつさあ満な況
るいたるたい
こてすいな施
とは二はい設
　　と職施’

　　　超な規さ的びく
’の職えい程れな初’特
そ観員る手とて給任実に
の点待支当実い与給行’
適か遇給の態な規格す給
正らの）支がい程付る与
なも公し蹟遊施と基た規
運規正て　離設い準め程

讐鴛糧殿諮騨
鷺罐麟鱈贈呆
よさ費がめ規るこてれ文
うせの見る程ほれ始たの

凝獣蕪惣讐み
すと支る率め給整実表で
るも出Qをの与備質及な
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を具楼心　　㈲うの護ら　　⑥指れと基管　㈲たがさ闘慣　ωモ行難樹や
処　　両入映　指介が夜夜状　導ら基準理入　指どれが習入　　う訓立こ
遇要あ面所状入導護不間間況夜すの準Lに所入導のて職か所食入よ練’こ
に望らか者況所す需十にに
反等ゆらの
映をるの心
さく機施身
せみ会設や
るあをサ生
よげ通i活う’じビ態
指可てス様
導能入をに
すな解行即
鍔者穀
要こ魚め’
がれ意に物

者る要分おお
の必になけけ
二要応実るる
1がじ態お職
ズあたがむ員
σ）る処見つσ）
把こ遇ら交勤
握とカ§れL注奥務
と

処

遇

の

反

q確る等体
保のの制
さで入の
れ’所不
る夜者備
よ間介か

間る施をにつ者浴がよい貝ら者薯所うの所ろ
にこ設下定いの’必うなのみの時者指実幡で
おとに回めて入健要にい勤て生間処導施消痘）
け

る

お

む

つ

交
換
等
の
介
護
o）

“対るらは浴康で反か務間活等遇す’防る
し施れr回診あ映’時題時生のる消署“
そ設て施数断るさま間が間活確こ防等し
のがい設’及これた等なが時保と機とた
適見るの健びとて
正らカ§設康了暫日
実れ’備診生
施る実及断管
にの態び及理
つでを運びの
い’見営衛状
てこる0）！お況

　　をい’間
い入 トか ・の

る所心’般設
か者と特家定
に0）しに庭1犬
着二て食の況
1ヨ1設事鑑
しズ定時活

u器緊が
の密つ
定にて
期連防
点携災
検し計
等’画
を避の

　　⑥るれ楼催らこ　働す正奪計些限の出　　　　（nミ要な作て　　㈲あ
施約　よて　経れれ法　るに認か　りうし特確照貸　　が工業いこ産　る
設書伝うい施費てま人預必行めら施施ちにに認表借施経あ賃量る0）施畢こ
の等票指る設をいでの貯要わら本設設管つ’）の又設理る支をの事設業と
会）’導力1会’な施理金がれれ部等運理い施

纏趨・轍繋魏瓢碕締撫馨
費備　 これら施た計機等こるるに備適算　計
はの証との支設理の能運とかが繰に正相民と
常状拠
に況書
正
を

期
し

類

領
収
諮

収　契

｝経出に嶺1支の用
理す係禽出強収
がるる　経化入
適こも評費をの
正との議と図使
にがに員しる途
行　認　つ　会　て　 た　1犬

わめいの認め況
れらて開め’

。等’入かに当間他
にこれか行額施会
つれてるわ（設計
い0）支経れ一給間
て繰出費て・与の
審入すをい五等繰
査等る施る彩改入
確がこ設場）善’
認適と会合に費繰

突は会事こ払十で項）収
合繰計務と｛等分省に
’入との
繰’本適
入繰部正
額出会な
　し計執
繰の相行
入状互の
時況間確
期（に保
の貸お
審借け
査対る

　　　　　入》が考略つ　及
行慮すい　び
わしるて　 工

れたがは　賃
る評”　 支

よ価入前　払
うを所年　い
指行者度　の
導い個に　状
す’々詳　況
る適人述　（
必切のし　授

こも的いに
とのをるよ寄
　は充例るf寸寄
　施分がも金f寸
　設確少のの金
　会認なは取の
　計しくす扱取
　で’なべい扱
　処施いてのい
　理設が法状σ）
　す会’人況状
　る計寄盆を況
　よで付計み
　う受者にる
　指入の受と
　導る寄入’
　すべ付れ金
　るき目て銭

⑥と処特額 缶1と1巳屠（｛彦設当寧・貝ij　㌔、遇生
け分にが入の
が箏多所状入
適故額者況所
切防にの
に止の預
行のぼり
わ観る金
れ点例及
るかがび
よら少遺
う　’な留
指そく金
導怨な昂II
す冨い楼
　理の
る又でそ
こは　’の

　　を因繕運該前とま9
　　期笠等営施にし共
　　すびと上設協て
者るにし不の議都剰
預　よ使て可通が道余
り　う途い欠常必府金
金　 才旨にるな経要県を
及導つこ設費で知使
び　すいと備不あ聾用
遺　るてにの足り・す
留　必は鑑整分、指る
金　要、み備のそ定場
品　が特’又補の都合
の　あにそはて使市に
取　　その建ん途々は
扱　るの発物’は長’
い　こ適先の施、に原

　　　紛行シ確拠入
の原運　わスにと支
劣因営剰れテ整な出
悪が費余るム備るの
等’の金よのす書状
に職年のう中る類況
よ員度多筐薩受でと（を
る定繰生格ガと令貢1舅
も数越原にラも収ら
の0）と1型」旨スに書か
で未しと導弓畏職、に
あ充て使すり員契す
つ足の途るの梱約る
て、剰のこ事．互書滝
は入余状と務の等録
な所金況9処け）及
ら者の　　理んをび
な処発　　が制明証

は　⑥よ本間にを施建　　12）い款がすをな立業的　（1）桑でまてを実び　興
施無　う財題供行設物社（　るに見る行う施等な定　　本え不求施指こ
設理借指産とすわ長の会担土事記ら等つ所越を約款定特年て祥めが導の不
入な入導になるず等一福保壌業載れ　て要に定束喚款咲度従事て図監事詳
虜資金すつつこ独が部祉提　 をさるしいのおめ畢　と　よ来のきら査項事
者金償るいてと断理を法供建確れのばる手いて項社箏そりσ）発たれ等に等
等計還こてい等で射社人の物認てでしが続ていで会業0）新主生とるをつ未
に画計とはるに処会会の有のすい指ば如の躰るあ福内指た眼がこよ通い然
対が画
し運及
寄営び
付費償
金の還
を不の
強正状
要支況
す出
る又

“常例よ分の福基無登るる導社くな業疋駿祉容導に事跡ろうじて防
暴娘離欝離難鵠靱麗避、斐餓馨蕎瓢1噛
正ら不貸及人産
なれ正与びので
管る箏し所理あ
理の件又要事る
をでとはの長土
行’し担手又地
う棊てイ呆続1ま、

謄。
本

と

の

突

とに批しま止都該自況底しをたる監正従策
実当判寄あ’社法ら
際つを付た変余人が
にて招金か更福の定
行はくをも等祉行め
つ、爽募毛拝1二法うた
て定態集業伴人申公

をた補なが査な来の
図こ完い’体施か確

錘雄騨灘保
とに意をと召虫営タ暇
り鑑味踏しイヒσ）及

一一21一



て

昭在
和宅
五の
十璽
年度
十障
月害
に者
創福
設祉
さ対
れ策
たの
福一
祉環
手と
当し

え支
よ給
う制
ヒ度
しは
て　、

い発
る足
り以
　来
　す
　で
　に
　九
　年
　目
　を
　迎

福

祉
手
当

支
給
事
務
関
係

罐綾瓠と賦樋鑑架会一〔4）綴糧勝
簿のは書わの工そに　が給空保出職がを施査で不

　とで運類ゆ突事の必職見与職険勤員あ常設を’祥
証　営をる合契実要員ら及貝料簿のるに整行施粟

現た用ど成閃品こ書十導支職 源係
泉書
所類
得の
税
・突

社合

指も的認1
導借にめス
を入必るが
充金要際少
実のでにな
す償あ十く
る還る分な

必記箏導さ宜制と制指にいの外象行の及
要事項すせ内組出制導ある光経外う発び
な項及るる部織納度すた実熱費経必行各
事のびこな監を職のるつ態水で費要す年
項ほ着菟ど査確員確こてが料あへがる度
はカ1眼　の担立と立菟は見等るのあ残の

の明　備帳必咳　⑥行措ら傘　1力突預　　⑥をる
実し以に簿要会わ置支措含金指合行と情た共つ等に内計内れ費出職置措、高導、現うと
に屡　いを応部責部るのさ員費概確と監礎金こも
応　主て検じけ任けよ支れ宿対費認銀査認及とに
じ前眼指査適ん者んう出て舎象対を行時　び9

適　点
宜各に
追都つ
加道い
す府て
る県説

内当すの状
部者る兼況

搬錘のるもを
整諸に避

適らが退支る高決
正れ施職出こ証算
なる設給のと明書
支の会与有。書の
出で計弓1無　 と盆艮

が、か当　　の行

預
金
残

の
帳
簿

等

と

の

照

必
要
な

場

は

取
引

先
の
確

みび要り　い体つて　　はてしる二
る都請複しる制い逐こ　年も’監’。
と道さ雑かとがて次の　一一’当査社
’府れでしこ確も改間 嘆社醇モ会
依県るあなろ保関善　　　会　　福
然がこりがでさ係が手　福福こ極祉
と実と　、らあれ者図当 祉祉れ力施
し方低なか、
てしどつそ
障たも幅の
害指あ広認
程導つい定
度監て専築
の査’門務
1レ忍の厚的等
定結生知は
及果省識か
びを及がな

る　のら支
り制努れ給
　度力’額
　はにまの
　定よた引
　着り事上
　化適務げ
　し切の等
　てな執に
　き運行つ
　て営にい

事法が年設
務人実一及
所経施回ぴ
に営困実福
つの難施祉
い施なす事
て設場る務
はに合｝所
少つに）に
ないあと対
くてつとす

と県も　　　こ部課努監上…施設
が’なと門がめ査の’に指都
見そおΩ（二る方碁各万導道
らの’
れ機跣
る能に
のが当
で十該
そ分部
のに門
充発を
実揮設
強さ定
化れし
をて
　　て図い
るない
こいて

h・　に　才旨　を　　　　〕重

て楼導爽統す
も　監施一る
配総督すし施
慮合のるた設
す調所よ指運
る整管う導営

　　　　　　　　　第こ
　　　　　　　　　＝　と
　　　　　　　　　　と
綴礫縷審騨指薯
）上と策項福期は・導い
のとし定に祉す’指監 る

設な’しつ施る次定査
定る施てい設こに都実
に場設監てに菟留稟施
っ合の査楼共意力、上

り行の
つつ留え椎直、ム　 ，忠

そ藩事
の祉項
実施

説い定ふ監　摘障
明てめま査昭が害
す指らえ方和少年
菟導れ次針五く金
　監たのに十な受
　査ととつ八い給
　実こおい年状事
　施ろりて度況実
　ヒで主はににの　ああ眼・おあ把
　留る讐軍こける握

意“項のる
事以及よ福
項下びう祉
もこ着な手
あれ眼状当
わに点況指
せつがを導

o等1
に

3一

お
指

と以しし等計四としは三実れ
り上て’に凹’Q

には特よを才旨
増　’にり作導
力口　監　重　1郵二成　監

す査点前す査
る班的にるに
等員な対とあ
所及監象とた
要び査施もつ
の日が設にて
配数必の’は
意を要間前’
を一な題回年

　・般施点監間行・）設を査の
　う場に把結実
こ合対握果施

　　　　　　と
　　’施るまも
そ施社す施た二
の設会る設’年
実監福等に施に
効査祉所対設一
をと法要し運回
あ法人のて営実
げ人経配唆上施
る監営慮　重す
よ査施を適大る
うを設行宜なこ
配併のう’間と
慮行指こ特題’
す≒導乾蕪
る実監　査め
こ施査　をら

22



由基しさ力とす診
に準てれのえる断
つ値レ・て損ばと書
』、1二るい失、言忍に
て達もるが①定よ
上しののそ聴さり
肢て’にれ覚れ乎
あい②平ぞ障てL『
るな視均れ害い支
いい覚九九にる給
はも障Oし）つもの
下の害デデいの障
肢’にシシての害
の③つペベ話な要

肢』、ノレノレ声か件　 要をか基明がσ）関　 見度実持況　 てし者る沓
体てで以域帳に次が提’礎ら福欄にこ受にのまをしい’のかに障
不認認上の　該導あ出そとか祉の対のけ該みたみか為 ・負否よ害定
自定定と聴た’「ノ1　覧されなな手記しよら当にはるし　定担かり程

せがつ場当載てうれす基1と’
てi型た合σ）にはなるるづ級、各
認難診を支よ’事りときの2実
定な断除給つ身例
す場謝き要て体が
る合に、f牛そ障見
よ1二よ当1こ9）害受
うはつ該該者者け
に新て制当の手ら
指た認度す障帳れ
導に．、のる習0）る
す診定判この障実
る断す定と程警施
必爵るのが度名機

し’障級施
て手害の機
認当福身関
定支祉体に
し給年障お
て要金筈け
い件受者る
るの給手認
Fl不障中帳定
例害ののの
が程事所状

フ）のを法度
範軽判別の
囲減定表認
内’す第定
で」罫る二は
そ務もの’
ののの障福
省簡で害祉
略素あ要手
だ化る件当
認　がに認　をめ　 ’該定
ら勘請当診
れ案求す断

）　鯛

診塞
断　口
書程
に度
よ認
る定
障の
害適
程正
虜化

垂
藷

給　 二　は着要でしつ　的に
あ障　　適目の、てたな点、こる
る害障確し有当障受凝検有の》
い年史に審無初害給　の期よ

鵠犀聴魏縫繍敷害の 金　よ不い定度つ有等対串
年受受　う十てのをい期を象例
金給給指分の際把て認指者の
等置　事　導な審に握礒定導名生
のに実す実査けす　のす簿ず
受対のる施状るるそ取るのる
給す　把必機況有機の扱必整の
権る　　要関に期会後い要備を
取手 握　がにつ認がはをが及防
得噺のあ対い定な原しあびぐ
にの徹るしてσ）い則なる定た
よ支底　噸ても必のとか。期め

れ手ず行わ　Oる爽のも定本
当、うゆ判尋G

9

をそ時る来
支の期有に有
給手が期お期
し轟竈経言忍い認
てき過定て定
いをしの再の
るとて者認取
事らいに定扱
伽」なるつを㌧・
がいにい必の
よまもて要状
くまか’と況
見継　再さ受続か認れ
けしわ定た
らてらをい

　　　　　　ら正にの各
施にに基に障れなは制関
機つ、準か害る認該限節　・．
関い実にか程こ定当度・
をて施基る度ととしか恥
指は機づ箏のがはなら動
導県関さ項認あ認いみ域
し本に慎で定るめとての
て庁お重あは“ら認手状
いへいかる、　れめ当況
く協てつの福　なら支及
こ議判的で祉　いれ給び
とを定確’手　事るの1ヨ
が行がに障当　例も障常
必う困行害制　のの害生
要よ難う程度　見等の活
でうなと度の　受’程動
あにもと認基　 け適度作

用　処等の関いな方　除眼眼け審依　 三三　るに権よ俘けな　の格お　のる
にな理の実にない税所額点箏ら査然こ　　よ行発る嘆る実し確喪けこ盛手

社審うをあ税関審定状況①さも行部・査　る年の・金ら対・に際給認と資
会査にそつ務に査後況が所れあわの最の　こ金確年制のしこよの状定し格
保に指れて主対欝のがあ裾たつれ実近適と受認金度聴てれつ年況請て喪
険お導ぞは管し務再不げのもてて施の正が給等証担取はらて金の求多失
料けすれ管課てが審十ら把の’い機指化必薯を書Ψ1”の生受把時く年一
控るる密下とは的査分れ握で今な関導　　要実必に機公認取じ給握ま見∫
除諸必に町の’確が’て状あ年いに監
額控要し村連市にイ］あい況り度こお査
の除が’と携の菊わるる”新といの
適額あ的の’実われい｝②そたがて結
用のる確連郡施れては　諸のに見所果
誤適りな絡部機てい地　控着主受得’

での要よ関的定扱て権のた受日
あ把にると年請いい発不はけの
る握応年の金求がる生徹認ら処
　にじ金連調時不9年底定れ理
　努的受携書に十　月’後る誤
　め確給にのお分　日資に0り

望等にるえ述　指機るそる②①　るら　がのいつれこ　れ時さ
ま’応た’べ以導関実の’IE請まよ取こま取’いてと手て期れこ
れ効じめ幅て上すに施処③当求たう扱のだ扱あていと当い及たの
る果て’祉さ’る対機理決な書’にいよ一いるそなさのるびも項
と的適個手た今必し関が裁受を未指のう部がいのいれ支
こな宜々当が年要ても適を給提支導趣なに全は前実て払
ろ指監の支’度がはあ正得者出払す旨実見く未月施いは
で導査実給このあ適るでなでさ手るを施受行支に機る各
あ監項施制れ指る正のないなせ当必生機けわ払繰関が支
る査目機度ら導り
　がを関のの監
　爽追に適諸査
　施加お正点方
　さ設けなを針
慧定舗躯

　よす題を踏い
　うろ点図まて

なでいでいずの要か関られ手上”払
処’事支者に支がすにれて当げ十ま期
理こ例払に支給あた対るいにて二だ間
をののつ支払にるめし9なつ支月この
行よ見て払つあ9にて　いい払支れ初
うう受い　てた　もは　実て・払が旬
よなけるついつ　改’　施随つ期励に
う実ら等てるて　善こ　機時取分行行
に施れ’い　　　すれ　関払扱にさう

　　　　四　つり
　　　　　いが
　　　　手て今
　　　　当もも
9未の目　　注つ支でも支意て
払・今払を見
手そ年事喚受
当の度務起け
処着主の　すら
理眼眼適るれ
の点事正必る
鏡謄化魏
がてし　　あ’
あ支て　　るこ
げ払追　　 “れ

らの加　　　に

一23一




